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総
会
で
は
、
渡
邊
会
長

が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
永

年
に
わ
た
り
町
内
会
活
動

に
功
績
の
あ
っ
た
四
十
名

の
方
々
に
対
し
、
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、

深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
、
田

村
鳥
取
市
議
会
副
議
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た

後
、
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
千
代
水
地
区
前
会
長
岩

﨑
道
夫
氏
か
ら
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
市
政
概
要
で
は
企
画

推
進
部
田
中
部
長
よ
り

「
鳥
取
市
発
展
に
向
け
た

取
組
み
」
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
末
恒
地
区

田
中
会
長
、
湖

山
西
地
区
綾
木
会
長
を

議
長
団
に
選
出
し
、
次

の
総
会
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

・
平
成
二
十
六
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告

・
結
成
四
十
周
年
記
念

事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
報
告
、
監
査

報
告

・
平
成
二
十
七
年
度
事

業
計
画
（
案
）
並
び

に
収
支
予
算
（
案
）

・
平
成
二
十
七
年
度
新

役
員
の
承
認

　
平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日
、

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
各
地
区
よ
り
選
出
さ
れ

た
百
三
十
一
名
の
代
議
員
が
出
席

し
、
鳥
取
市
自
治
連
合
会
定
期
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
先

立
ち
、
講
演
会
で
は
「
鳥
取
発
！
地

方
創
生
」
と
題
し
、
鳥
取
県
未
来
づ

く
り
推
進
局
長
岡
﨑
隆
司
氏
が
、

将
来
世
代
の
活
躍
・
定
住
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
向
け
て
四
つ
の
鳥

取
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
柱
に
鳥

取
の
強
み
を
活
か
し
た
具
体
的
な

施
策
例
等
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
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定
期
総
会

平
成
二
十
七
年
度

　自
治
連
だ
よ
り
は
、
関
係
各
位
の
御
協
力
の
お
か
げ
で
、
第
十
九
号
の
発

刊
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　次
回
は
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
し
発
刊
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
ま
で
以
上
に
、
各
地
域
の
特
色
の
あ
る
活
動
や
自
治
連
情
報
を
発
信
で
き

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
長

　村
上
）

編 集 後 記

　
豊
実
地
区
は
、
鳥
取
市
の
南
西
部
に
位
置

し
、
千
代
川
水
系
野
坂
川
の
中
流
域
に
広
が

る
、
七
つ
の
集
落
か
ら
な
る
緑
ゆ
た
か
な
純

農
村
地
帯
で
す
。

　
豊
実
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
は
、
五

つ
の
専
門
部
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会

が
事
業
を
計
画
し
、
運
営
し
て
い
ま
す
。

「
総
務
・
広
報
部
会
」
は
、
地
区
イ
ベ
ン
ト

の
計
画
・
協
力
や
、
多
目
的
交
流
館
の
運
営

に
携
わ
り
、
住
民
相
互
の
交
流
を
深
め
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
・
防
災
・
防
犯
部
会
」
は
、
地
区
消

防
団
の
指
導
に
よ
る
地
区
防
災
フ
ェ
ス
タ
で

消
火
器
訓
練
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
・
炊
き
出
し

訓
練
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
防
災
研
修

会
を
実
施
し
て
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
た

り
、
通
学
児
童
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
健
康
・

福
祉
部

会
」
は
、

運
動
会
や

グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ

大
会
、
食

育
推
進
の

料
理
教
室

を
開
催
し
、

食
や
運
動

に
よ
る
、

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
生
涯
学
習
・
人
権
部
会
」
は
、
人
権
研
修

会
や
講
演
会
を
開
催
し
た
り
、
夏
の
集
い
・

冬
の
集
い
の
世
代
間
交
流
で
子
供
達
と
ふ
れ

あ
い
、
育
成
に
努
め
、
地
域
に
対
す
る
関
心

や
愛
着
を
深
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
環
境
・
美
化
部
会
」
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
（
地
区
内
六
か
所
の
バ
ス
停
の
プ
ラ
ン

タ
ー
づ
く
り
）
、
毎
年
三
月
の
地
区
一
斉
清

掃
の
他
、
豊
実
地
区
に
は
、
鳥
取
方
式
に
よ

り
芝
生
化
し
た
地
区
民
自
慢
の
全
面
芝
生
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、
芝
生
の
維
持
・
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
区
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
芝
刈
り
作
業
、
肥
料
散
布
、
冬
芝
種

の
散
布
や
夏
期
の
各
集
落
に
よ
る
輪
番
の
散

水
作
業
に
よ
り
、
一
年
中
緑
が
絶
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
区
運
動
会
・
地
区
ま
つ

り
イ
ベ
ン
ト
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
防
災

訓
練
・
夏
休
み
子
供
キ
ャ
ン
プ
大
会
な
ど
、

す
べ
て
こ
の
芝
生
の
上
で
、
ケ
ガ
の
心
配
も

な
く
、
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
地
区
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

　
豊
実
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
発
足
時
以

来
継
続
し
て
き
た
自
治
会
・
公
民
館
と
の
連

携
、
協
力
を

図
り
な
が
ら

笑
顔
あ
ふ
れ

る
「
緑
ゆ
た

か
で
魅
力
あ

る
住
み
よ
い

ま
ち
豊
実
」

を
目
指
し
、

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度

◇
中
四
国
自
治
会
連
絡
協
議
会

二
月
五
日
、
山
口
県
下
関
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
各
県
連
の
代
表
が
参
加
し
、
鳥

取
県
自
治
会
連
合
会
か
ら
は
十
名
が
参

加
し
た
。

各
連
合
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

◇
鳥
取
力
創
造
ま
つ
り
二
〇
一
五

　（
二
月
二
十
八
日
、倉
吉
未
来
中
心
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
）

 

・
鳥
取
県
主
催
、
鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
後

援
。県
内
自
治
会
関
係
者
約
五
百
二
十
名

参
加
。

平
成
二
十
七
年
度

◇
平
成
二
十
六
年
度
監
査
会

　（
四
月
十
五
日
、
米
子
市
）

◇
第
一
回
正
副
会
長
会

　（
四
月
二
十
八
日
、
倉
吉
市
役
所
）

◇
平
成
二
十
七
年
度
総
会
及
び
研
修
会

　（
五
月
二
十
八
日
、
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
第
一
研
修
室
）

　
◎
総
　
会

 

・
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
報
告
、
監
査
報
告

 

・
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及

び
収
支
予
算
（
案
）　

 

・
役
員
選
出

　
会
　
長
　
笠
見
　
　
猛
　
　（
倉
吉
市
）

　
副
会
長
　
渡
邊
　
勘
治
郎
　（
鳥
取
市
）

　
副
会
長
　
松
本
　
　
眞
　
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
福
井
　
章
人
　
　（
倉
吉
市
）

　
理
　
事
　
齋
木
　
英
宏
　
　（
倉
吉
市
）

　
理
　
事
　
廣
谷
　
啓
一
　
　（
倉
吉
市
）

　
理
　
事
　
南
部
　
　
敏
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
村
山
　
洋
一
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
竹
森
　
貞
美
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
村
上
　
誘
子
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
大
西
　
隆
秀
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
杵
築
　
俊
朗
　
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
池
田
　
　
弘
　
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
木
村
　
吉
春
　
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
妹
尾
　
多
紀
一
　（
米
子
市
）

　
監
　
事
　
美
田
　
俊
一
　
　（
倉
吉
市
）

　
監
　
事
　
前
坂
　
英
雄
　
　（
倉
吉
市
）

　
　
以
上
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
◎
研
修
会

 

・「
鳥
取
県
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」〜
県
人
口
の
現
状
を
踏
ま
え
て
〜

講
師
　
鳥
取
県
地
域
振
興
部
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
課
　
長
　
　
酒
　
嶋
　
　
優

豊
実
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　

会

　長

　川
西
謙
一

緑
ゆ
た
か
で
魅
力
あ
る

　住
み
よ
い
ま
ち  

豊
実

豊
実
地
区

渡

　邊

　勘
治
郎

南

　部

　
　
　敏

村

　山

　洋

　一

竹

　森

　貞

　美

村

　上

　誘

　子

大

　西

　隆

　秀

岡

　田

　一

　壽

下

　澤

　理

　如

土

　橋

　周

　美

会

　長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

監

　事

監

　事

監

　事 新

　役

　員

　
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
鳥
取
市
自
治
連
合
会
の
諸
活
動
に
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。先
の
定
期
総

会
で
本
会
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。初
心
を
忘
れ
ず
誠
心
誠

意
つ
く
す
所
存
で
す
。皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
国
の
地
方
創
生
元
年
予
算
の
配
分
は
早
々
と
終
わ
り
、
鳥
取

県
は
、
地
方
創
生
の
先
陣
を
切
る
と
し
て
数
々
の
先
行
的
施
策

を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
、
本
市
で
も
、
企
業
誘
致
・
子
育
て
支
援
・

市
街
地
等
の
起
業
支
援
等
、
街
中
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
、
若

者
の
流
出
を
止
め
る
施
策
に
い
ち
早
く
取
組
ま
れ
る
な
ど
心
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
全
県
的
に
は
人
口
減
少
に
一
定
の
歯
止
め
が

掛
か
る
も
の
の
、
小
規
模
且
つ
兼
業
農
家
が
多
数
を
占
め
る
中

山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
現
地
に
住
む
者
に
し
か
解
ら
な
い
課

題
も
多
く
、
併
せ
て
若
者
等
の
市
街
地
流
出
な
ど
の
課
題
が
山

積
し
、
同
様
に
、
市
街
地
地
域
に
お
い
て
も
課
題
が
多
々
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
解
決
の
た
め
に
も
、
地
方
創
生
予
算
を
生
か
し
、
地
域

自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
若
者
等
の

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。本
市
自
治
連
も
情
報
交
換
会
等
を
随
時
行
い
、
そ
の
活
動

に
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

講演会講演会

２７年度 鳥取市自治連合会定期総会２７年度 鳥取市自治連合会定期総会

平成26年防災フェスタ
（古式ポンプ操法の実演）
平成26年防災フェスタ
（古式ポンプ操法の実演）

平成27年豊実地区大運動会平成27年豊実地区大運動会

鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
の
動
き
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環
境
学
習
の
中
か
ら〝
豊
か
な
森
が
豊
か

な
海
を
育
む
〞こ
と
を
知
り
、
平
成
十
二
年
、

賀
露
町
婦
人
会
が
中
心
と
な
っ
て
千
代
川
水

系
の
水
源
域
で
あ
る
若
桜
町
の
氷
ノ
山
に
約

百
五
十
本
の
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
を
植
樹
し
、

「
賀
露
み
な
と
二
十
一
世
紀
の
森
」
を
誕
生

さ
せ
ま
し
た
。こ
れ
を
契
機
に
平
成
十
五
年

に
は
、
自
治
会
が
鳥
取
市
の
「
森
づ
く
り
市

民
活
動
支
援
事
業
」
を
受
け
、
町
民
に
呼
び

か
け
て
前
記
「
二
十
一
世
紀
の
森
」
に
、
更

に
ミ
ズ
ナ
ラ
約
六
百
七
十
本
を
植
え
、
水
源

林
の
再
生
を
図
る
一
助
と
し
ま
し
た
。以
後
、

毎
年
、
賀
露
町
全
体
の
行
事
と
し
て
、
自
治

会
、
公
民
館
、
婦
人
会
、
一
般
町
民
に
よ
る

「
下
草
刈
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
は
賀
露
小
学
校
の
四
年
生
と
そ
の
父
兄
が

参
加
す
る
「
森
林
教
室
」
も
組
み
込
ま
れ
、

環
境
学
習
の
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　「
二
十
一
世
紀
の
森
」
は
植
樹
か
ら
十
年

以
上
経
ち
、「
下
草
刈
り
」
の
必
要
性
は
な

く
な
っ
た
た
め
、
今
年
か
ら
場
所
を
代
え
て

「
安
蔵
森
林
公
園
」
に
お
い
て
草
刈
り
な
ど

森
林
保
全
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
海
水
浴
場
と
も
な
っ
て
い
る
賀
露

海
岸
の
海
岸
清
掃
は
昭
和
三
十
年
代
よ
り
続

け
ら
れ
て
お
り
、
当
初
は
町
の
環
境
衛
生
部

が
、
平
成
十
年
か
ら
は
公
民
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
加
わ
り
、
町
民
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
対
し
、
各
方
面

か
ら
各
種
の
受
賞
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

後
と
も
「
源
流
か
ら
河
口
ま
で
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　（
平
成
十
三
年
〜
二
十
年
）
国
土
交
通
省

表
彰
、
鳥
取
県
知
事
表
彰
、
林
野
庁
長
官
賞
、

国
土
交
通
大
臣
賞
、
緑
綬
褒
章

賀
露
町
自
治
会

　
　
　
　
　
　

会

　長

　深
澤
修
一

 

美
し
い
海
づ
く
り
は

　
　
　
　

  

源
流
か
ら

　〜
次
世
代
に
残
そ
う
豊
か
な
郷
土
〜

賀
露
地
区

　
平
成
二
十
三
年
三
月
　
地
区
内
の
十
五
団

体
を
ま
と
め
て
協
議
会
を
発
足
さ
せ
た
が
、

当
初
は
「
住
民
の
意
識
は
マ
ン
ネ
リ
化
し
て

お
り
、
変
化
を
あ
え
て
求
め
て
い
な
い
」
と

言
う
雰
囲
気
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。し
か
し

最
近
は
少
し
づ
つ
日
常
の
生
活
の
言
動
に
変

化
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
嬉
し
く
感
じ

て
い
る
。

　
数
年
の
活
動
を
通
し
て
思
う
こ
と
は
、
体

育
会
な
ど
団
体
の
自
主
事
業
が
着
実
に
推
進

さ
れ
る
団
体
の
力
量
の
差
が
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
上
で
基
盤
と
し
て
大
き
く
全
体

の
動
き
や
成
果
を
左
右
す
る
も
の
だ
、
と
強

く
感
じ
て
い
る
。

　
協
議
会
の
主
要
事
業
と
し
て
、
隔
年
で
文

化
祭
と
運
動
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
今
年

は
五
月
三
十
日
（
日
）
に
第
三
回
目
の
地
区

大
運
動
会
を
小
学
校
と
共
催
で
開
催
し
た
。

　
過
去
の
反
省
や
課
題
を
昨
年
の
十
二
月
か

ら
実
行
委
員
会
で
確
認
し
合
い
「
よ
り
地
域

の
運
動
会
と
し
て
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
親
し

ま
れ
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
組
織
と
人
の

配
置
、
各
組
織
間
の
連
携
、
予
算
の
配
分
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
と
配
置
、
キ
レ
の
良
い

集
合
解
散
の
在
り
方
、
等
に
つ
い
て
実
行
委

員
会
で
練
り
上
げ
た
。

　
運
動
会
で
、
新
鮮
な
中
学
一
年
生
を
役
員

と
し
て
、
早
い
、
高
い
、
美
し
さ
を
競
う
の

で
は
な
く
、
楽
し
い
笑
顔
の
中
に
、
暖
か
さ
、

世
代
を
越
え
た
交
流
の
輪
の
広
が
り
つ
つ
あ

る
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
反
省
点
も
あ
る
。校
地
内
で
の
喫

煙
は
許
さ
れ
な
い
。喫
煙
場
を
何
処
に
確
保

す
る
か
。救
護
に
万
全
を
期
す
た
め
の
手
立

て
は
、
ゴ
ミ
の
な
い
運
動
会
と
し
て
の
意
識

の
高
揚
策
は
、
中
・
高
生
に
参
加
し
て
も
ら

う
た
め
の
手
立
て
は
…
…

　
今
年
は
三
回
目
と
い
う
こ
と
で
運
営
も
呼

吸
が
合
い
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
多
く
の
人
の

参
加
を
得
て
初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

が
出
来
た
と
感
じ
て
い
る
が
、
や
は
り
集
団

を
一
つ
の
方
向
に
ま
と
め
る
に
は
、
刺
激
と

シ
グ
ナ
ル
が
必
要
で
あ
る
。「
見
え
る
も
の
、

聞
こ
え
る
も
の
か
ら
、
さ
ら
に
暖
か
く
住
民

の
心
に
響
く
呼
び
か
け
」
を
よ
り
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い
る
こ

の
頃
で
あ
る
。

修
立
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　

会

　長

　岡
田
一
壽
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　活
動
に
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か
い

　
　
　
　

  

愛
情
を
…

修
立
地
区

　
中
ノ
郷
地
区
は
摩
尼
山
、
本
陣
山
、
久
松

山
、
雁
金
山
に
囲
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て
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ま
す
。
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尼
寺
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覚
寺
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吉
川
経
家
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墓
所
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円

護
寺
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そ
し
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前
か
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二
丁
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団
地
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覚
寺
口
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円
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寺
団
地
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拡
大
し
、
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八
つ
の
町
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か
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構
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さ
れ
て
い
ま

す
。
千
四
百
世
帯
四
千
人
が
登
録
さ
れ
、
生

活
し
て
い
ま
す
。

　
二
十
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に
中
ノ
郷
小
学
校
が
設
立
さ
れ
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と
同
時
に
自
治
会
を
始
め
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す
る
各
種

団
体
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
小
学

校
、
公
民
館
、
地
区
体
育
館
が
地
域
の
中
心

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
設
立
当
初
か
ら
小
学
校
と
地
域
の
結
び
つ

き
が
強
く
、

現
在
も
そ
の

姿
勢
が
受
け

つ
が
れ
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
環

境
美
化
活
動

で
は
地
域
住

民
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児
童
や

先
生
方
と
学

校
の
樹
木
の
剪

定
、
除
草
を
年

三
回
行
い
、
見

通
し
の
良
い
、

風
通
し
の
良
い

学
校
環
境
づ
く

り
を
し
ま
す
。

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん

祭
り
の
傘
お
ど

り
に
は
小
学
校

六
年
生
と
中
学

生
、
高
校
生
や

大
人
八
十
名
で

構
成
す
る
中
ノ

郷
連
と
し
て
参

加
し
ま
す
。
そ

し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
子
連
、
自
治

会
な
ど
百
名
が
連
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
小
学
校
と
合
同
の
運
動
会
、

中
学
生
自
身
が
考
え
て
店
を
出
す
納
涼
祭
、

子
ど
も
達
も
お
祝
い
す
る
敬
老
会
、
中
ノ
郷

ま
つ
り
に
も
沢
山
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
将
来
の
中
ノ
郷
を
背
負
っ
て
く
れ
る
人
づ

く
り
に
は
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
を

中
心
に
し
て
各
団
体
が
連
携
し
て
子
ど
も
の

為
に
活
動
す
る
こ
と
。
そ
の
活
動
す
る
人
々

の
一
生
懸
命
な
後
ろ
姿
を
見
せ
る
事
が
肝
要

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
元
気
な
地
区
で
あ
る
こ

と
を
願
っ
て
、
防
災
と
健
康
推
進
の
基
盤
づ

く
り
に
も
軸
足
を
移
し
ま
す
。

中
ノ
郷
地
区
自
治
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り
か
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中
ノ
郷
地
区

　平成27年度自治連合会先進地研修視察は、「山口市
協働推進プラン」を策定された山口市を選び、更に全
市21地域の中でも特に先進的な「佐山地区」を選定し、
去る６月18日「佐山交流センター」を訪問した。研修は
午後２時30分より開催、和やかな雰囲気のなか佐山地
区自治連合会中村浩美会長より歓迎の挨拶を受け、鳥
取市自治連合会渡邊勘治郎会長よりご当地訪問の挨
拶で始まった。以下は上野事務局長の説明を参考に報
告します。
　同地区は山口市南西部に位置し、田畑の多い田園地
帯だが交通の便も良いことから、２つの工業地帯が存
在 する。人口2,840人、世 帯 数1,149戸、高 齢 化 率
33.6％。自治組織は佐山地区自治連合会、同地区地域
づくり協議会にて運営。大きな意味で地域住民の生活
向上を目指す目的が一緒なので、一体化して取り組ん
でいる。但し会計は各々独立して執行している。５つの
専門部会にて立案、全体で協議、実施している。
　同地区の最近の重点推進事業は、自主防災組織の充
実。昭和17年周防灘台風で多くの人命が失われた歴史
があり、平成20年佐山地区自主防災会発足以来活発
に活動しており、現在では山口県の自主防災活動優良
事例として取り上げられ、県内外から視察も多く受け入
れている。更に事業として「山口一の環境美化」を目指

しての花壇作りと「ごみゼロ」の環境整備に取り組んで
いる。
　財務面では自主財源と合わせて市より「税収の１％
相当額」の公的財政支援があり、地域づくり交付金とし
て使用。使用用途制限あり、両組織の会計は優先順位
を決め効果的運用に努めている。同センターは公民館
業務の他、市職員の出向もあり行政機能も行っている。
　山口市の協働のまちづくり支援体制は、視察に
参加した全員が大変参考になった様子だった。
　佐山交流センターの皆様のお見送りのもと、
私たちも「感謝の心」でお礼を申し辞した。
　　　　　　　　　　（文責　山岡昭男）

平成27年度 先進地研修視察の概要

環境美化活動環境美化活動

修立地区
第３回大運動会
修立地区
第３回大運動会

しゃんしゃん中ノ郷連しゃんしゃん中ノ郷連

賀露みなと21世紀の森賀露みなと21世紀の森
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環
境
学
習
の
中
か
ら〝
豊
か
な
森
が
豊
か

な
海
を
育
む
〞こ
と
を
知
り
、
平
成
十
二
年
、

賀
露
町
婦
人
会
が
中
心
と
な
っ
て
千
代
川
水

系
の
水
源
域
で
あ
る
若
桜
町
の
氷
ノ
山
に
約

百
五
十
本
の
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
を
植
樹
し
、

「
賀
露
み
な
と
二
十
一
世
紀
の
森
」
を
誕
生

さ
せ
ま
し
た
。こ
れ
を
契
機
に
平
成
十
五
年

に
は
、
自
治
会
が
鳥
取
市
の
「
森
づ
く
り
市

民
活
動
支
援
事
業
」
を
受
け
、
町
民
に
呼
び

か
け
て
前
記
「
二
十
一
世
紀
の
森
」
に
、
更

に
ミ
ズ
ナ
ラ
約
六
百
七
十
本
を
植
え
、
水
源

林
の
再
生
を
図
る
一
助
と
し
ま
し
た
。以
後
、

毎
年
、
賀
露
町
全
体
の
行
事
と
し
て
、
自
治

会
、
公
民
館
、
婦
人
会
、
一
般
町
民
に
よ
る

「
下
草
刈
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
は
賀
露
小
学
校
の
四
年
生
と
そ
の
父
兄
が

参
加
す
る
「
森
林
教
室
」
も
組
み
込
ま
れ
、

環
境
学
習
の
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
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二
十
一
世
紀
の
森
」
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植
樹
か
ら
十
年
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上
経
ち
、「
下
草
刈
り
」
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必
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は
な

く
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っ
た
た
め
、
今
年
か
ら
場
所
を
代
え
て

「
安
蔵
森
林
公
園
」
に
お
い
て
草
刈
り
な
ど

森
林
保
全
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
海
水
浴
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と
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な
っ
て
い
る
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露

海
岸
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岸
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部
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加
わ
り
、
町
民
あ
げ
て
取
り
組
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で
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す
。

　
こ
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各
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だ
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取
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。
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来
た
と
感
じ
て
い
る
が
、
や
は
り
集
団

を
一
つ
の
方
向
に
ま
と
め
る
に
は
、
刺
激
と

シ
グ
ナ
ル
が
必
要
で
あ
る
。「
見
え
る
も
の
、

聞
こ
え
る
も
の
か
ら
、
さ
ら
に
暖
か
く
住
民

の
心
に
響
く
呼
び
か
け
」
を
よ
り
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い
る
こ

の
頃
で
あ
る
。

修
立
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　

会

　長

　岡
田
一
壽

 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

 

　活
動
に
暖
か
い

　
　
　
　

  

愛
情
を
…

修
立
地
区

　
中
ノ
郷
地
区
は
摩
尼
山
、
本
陣
山
、
久
松

山
、
雁
金
山
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
摩
尼
寺

の
あ
る
覚
寺
、
吉
川
経
家
の
墓
所
の
あ
る
円

護
寺
、
そ
し
て
三
十
年
前
か
ら
開
発
さ
れ
て

き
た
山
城
町
、
北
園
一
丁
目
、
二
丁
目
、
北

園
団
地
、
覚
寺
口
、
円
護
寺
団
地
と
拡
大
し
、

現
在
八
つ
の
町
内
会
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
千
四
百
世
帯
四
千
人
が
登
録
さ
れ
、
生

活
し
て
い
ま
す
。

　
二
十
年
前
に
中
ノ
郷
小
学
校
が
設
立
さ
れ

た
の
と
同
時
に
自
治
会
を
始
め
と
す
る
各
種

団
体
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
小
学

校
、
公
民
館
、
地
区
体
育
館
が
地
域
の
中
心

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
設
立
当
初
か
ら
小
学
校
と
地
域
の
結
び
つ

き
が
強
く
、

現
在
も
そ
の

姿
勢
が
受
け

つ
が
れ
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
環

境
美
化
活
動

で
は
地
域
住

民
が
児
童
や

先
生
方
と
学

校
の
樹
木
の
剪

定
、
除
草
を
年

三
回
行
い
、
見

通
し
の
良
い
、

風
通
し
の
良
い

学
校
環
境
づ
く

り
を
し
ま
す
。

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん

祭
り
の
傘
お
ど

り
に
は
小
学
校

六
年
生
と
中
学

生
、
高
校
生
や

大
人
八
十
名
で

構
成
す
る
中
ノ

郷
連
と
し
て
参

加
し
ま
す
。
そ

し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
子
連
、
自
治

会
な
ど
百
名
が
連
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
小
学
校
と
合
同
の
運
動
会
、

中
学
生
自
身
が
考
え
て
店
を
出
す
納
涼
祭
、

子
ど
も
達
も
お
祝
い
す
る
敬
老
会
、
中
ノ
郷

ま
つ
り
に
も
沢
山
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
将
来
の
中
ノ
郷
を
背
負
っ
て
く
れ
る
人
づ

く
り
に
は
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
を

中
心
に
し
て
各
団
体
が
連
携
し
て
子
ど
も
の

為
に
活
動
す
る
こ
と
。
そ
の
活
動
す
る
人
々

の
一
生
懸
命
な
後
ろ
姿
を
見
せ
る
事
が
肝
要

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
元
気
な
地
区
で
あ
る
こ

と
を
願
っ
て
、
防
災
と
健
康
推
進
の
基
盤
づ

く
り
に
も
軸
足
を
移
し
ま
す
。

中
ノ
郷
地
区
自
治
会

　
　
　
　
　

会

　長

　下
澤
理
如

 
ま
ち
づ
く
り
は

　
　人
づ
く
り
か
ら

中
ノ
郷
地
区

　平成27年度自治連合会先進地研修視察は、「山口市
協働推進プラン」を策定された山口市を選び、更に全
市21地域の中でも特に先進的な「佐山地区」を選定し、
去る６月18日「佐山交流センター」を訪問した。研修は
午後２時30分より開催、和やかな雰囲気のなか佐山地
区自治連合会中村浩美会長より歓迎の挨拶を受け、鳥
取市自治連合会渡邊勘治郎会長よりご当地訪問の挨
拶で始まった。以下は上野事務局長の説明を参考に報
告します。
　同地区は山口市南西部に位置し、田畑の多い田園地
帯だが交通の便も良いことから、２つの工業地帯が存
在 する。人口2,840人、世 帯 数1,149戸、高 齢 化 率
33.6％。自治組織は佐山地区自治連合会、同地区地域
づくり協議会にて運営。大きな意味で地域住民の生活
向上を目指す目的が一緒なので、一体化して取り組ん
でいる。但し会計は各々独立して執行している。５つの
専門部会にて立案、全体で協議、実施している。
　同地区の最近の重点推進事業は、自主防災組織の充
実。昭和17年周防灘台風で多くの人命が失われた歴史
があり、平成20年佐山地区自主防災会発足以来活発
に活動しており、現在では山口県の自主防災活動優良
事例として取り上げられ、県内外から視察も多く受け入
れている。更に事業として「山口一の環境美化」を目指

しての花壇作りと「ごみゼロ」の環境整備に取り組んで
いる。
　財務面では自主財源と合わせて市より「税収の１％
相当額」の公的財政支援があり、地域づくり交付金とし
て使用。使用用途制限あり、両組織の会計は優先順位
を決め効果的運用に努めている。同センターは公民館
業務の他、市職員の出向もあり行政機能も行っている。
　山口市の協働のまちづくり支援体制は、視察に
参加した全員が大変参考になった様子だった。
　佐山交流センターの皆様のお見送りのもと、
私たちも「感謝の心」でお礼を申し辞した。
　　　　　　　　　　（文責　山岡昭男）

平成27年度 先進地研修視察の概要

環境美化活動環境美化活動

修立地区
第３回大運動会
修立地区
第３回大運動会

しゃんしゃん中ノ郷連しゃんしゃん中ノ郷連

賀露みなと21世紀の森賀露みなと21世紀の森
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総
会
で
は
、
渡
邊
会
長

が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
永

年
に
わ
た
り
町
内
会
活
動

に
功
績
の
あ
っ
た
四
十
名

の
方
々
に
対
し
、
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、

深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
、
田

村
鳥
取
市
議
会
副
議
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た

後
、
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
千
代
水
地
区
前
会
長
岩

﨑
道
夫
氏
か
ら
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
市
政
概
要
で
は
企
画

推
進
部
田
中
部
長
よ
り

「
鳥
取
市
発
展
に
向
け
た

取
組
み
」
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
末
恒
地
区

田
中
会
長
、
湖

山
西
地
区
綾
木
会
長
を

議
長
団
に
選
出
し
、
次

の
総
会
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

・
平
成
二
十
六
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告

・
結
成
四
十
周
年
記
念

事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
報
告
、
監
査

報
告

・
平
成
二
十
七
年
度
事

業
計
画
（
案
）
並
び

に
収
支
予
算
（
案
）

・
平
成
二
十
七
年
度
新

役
員
の
承
認

　
平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日
、

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
各
地
区
よ
り
選
出
さ
れ

た
百
三
十
一
名
の
代
議
員
が
出
席

し
、
鳥
取
市
自
治
連
合
会
定
期
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
先

立
ち
、
講
演
会
で
は
「
鳥
取
発
！
地

方
創
生
」
と
題
し
、
鳥
取
県
未
来
づ

く
り
推
進
局
長
岡
﨑
隆
司
氏
が
、

将
来
世
代
の
活
躍
・
定
住
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
向
け
て
四
つ
の
鳥

取
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
柱
に
鳥

取
の
強
み
を
活
か
し
た
具
体
的
な

施
策
例
等
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

再
任
の
ご
挨
拶

再
任
の
ご
挨
拶

鳥
取
市
自
治
連
合
会

　　　　

会
長

　渡
邊
勘
治
郎

鳥
取
市
自
治
連
合
会
事
務
局
／
鳥
取
市
福
祉
文
化
会
館
内
／
〒
680 -0022 鳥

取
市
西
町
二
丁
目
3
1
1
／
TEL（

0857）2
0
-0
1
0
0・
FA
X（
0857）2

0
-0
1
4
1
／
http://chiiki.city.tottori.tottori.jp/tottori-jichiren

定
期
総
会

平
成
二
十
七
年
度

　自
治
連
だ
よ
り
は
、
関
係
各
位
の
御
協
力
の
お
か
げ
で
、
第
十
九
号
の
発

刊
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　次
回
は
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
し
発
刊
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
ま
で
以
上
に
、
各
地
域
の
特
色
の
あ
る
活
動
や
自
治
連
情
報
を
発
信
で
き

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
長

　村
上
）

編 集 後 記

　
豊
実
地
区
は
、
鳥
取
市
の
南
西
部
に
位
置

し
、
千
代
川
水
系
野
坂
川
の
中
流
域
に
広
が

る
、
七
つ
の
集
落
か
ら
な
る
緑
ゆ
た
か
な
純

農
村
地
帯
で
す
。

　
豊
実
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
は
、
五

つ
の
専
門
部
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会

が
事
業
を
計
画
し
、
運
営
し
て
い
ま
す
。

「
総
務
・
広
報
部
会
」
は
、
地
区
イ
ベ
ン
ト

の
計
画
・
協
力
や
、
多
目
的
交
流
館
の
運
営

に
携
わ
り
、
住
民
相
互
の
交
流
を
深
め
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
・
防
災
・
防
犯
部
会
」
は
、
地
区
消

防
団
の
指
導
に
よ
る
地
区
防
災
フ
ェ
ス
タ
で

消
火
器
訓
練
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
・
炊
き
出
し

訓
練
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
防
災
研
修

会
を
実
施
し
て
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
た

り
、
通
学
児
童
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
健
康
・

福
祉
部

会
」
は
、

運
動
会
や

グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ

大
会
、
食

育
推
進
の

料
理
教
室

を
開
催
し
、

食
や
運
動

に
よ
る
、

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
生
涯
学
習
・
人
権
部
会
」
は
、
人
権
研
修

会
や
講
演
会
を
開
催
し
た
り
、
夏
の
集
い
・

冬
の
集
い
の
世
代
間
交
流
で
子
供
達
と
ふ
れ

あ
い
、
育
成
に
努
め
、
地
域
に
対
す
る
関
心

や
愛
着
を
深
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
環
境
・
美
化
部
会
」
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
（
地
区
内
六
か
所
の
バ
ス
停
の
プ
ラ
ン

タ
ー
づ
く
り
）
、
毎
年
三
月
の
地
区
一
斉
清

掃
の
他
、
豊
実
地
区
に
は
、
鳥
取
方
式
に
よ

り
芝
生
化
し
た
地
区
民
自
慢
の
全
面
芝
生
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、
芝
生
の
維
持
・
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
区
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
芝
刈
り
作
業
、
肥
料
散
布
、
冬
芝
種

の
散
布
や
夏
期
の
各
集
落
に
よ
る
輪
番
の
散

水
作
業
に
よ
り
、
一
年
中
緑
が
絶
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
区
運
動
会
・
地
区
ま
つ

り
イ
ベ
ン
ト
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
防
災

訓
練
・
夏
休
み
子
供
キ
ャ
ン
プ
大
会
な
ど
、

す
べ
て
こ
の
芝
生
の
上
で
、
ケ
ガ
の
心
配
も

な
く
、
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
地
区
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

　
豊
実
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
発
足
時
以

来
継
続
し
て
き
た
自
治
会
・
公
民
館
と
の
連

携
、
協
力
を

図
り
な
が
ら

笑
顔
あ
ふ
れ

る
「
緑
ゆ
た

か
で
魅
力
あ

る
住
み
よ
い

ま
ち
豊
実
」

を
目
指
し
、

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度

◇
中
四
国
自
治
会
連
絡
協
議
会

二
月
五
日
、
山
口
県
下
関
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
各
県
連
の
代
表
が
参
加
し
、
鳥

取
県
自
治
会
連
合
会
か
ら
は
十
名
が
参

加
し
た
。

各
連
合
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

◇
鳥
取
力
創
造
ま
つ
り
二
〇
一
五

　（
二
月
二
十
八
日
、倉
吉
未
来
中
心
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
）

 

・
鳥
取
県
主
催
、
鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
後

援
。県
内
自
治
会
関
係
者
約
五
百
二
十
名

参
加
。

平
成
二
十
七
年
度

◇
平
成
二
十
六
年
度
監
査
会

　（
四
月
十
五
日
、
米
子
市
）

◇
第
一
回
正
副
会
長
会

　（
四
月
二
十
八
日
、
倉
吉
市
役
所
）

◇
平
成
二
十
七
年
度
総
会
及
び
研
修
会

　（
五
月
二
十
八
日
、
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
第
一
研
修
室
）

　
◎
総
　
会

 

・
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
報
告
、
監
査
報
告

 

・
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及

び
収
支
予
算
（
案
）　

 

・
役
員
選
出

　
会
　
長
　
笠
見
　
　
猛
　
　（
倉
吉
市
）

　
副
会
長
　
渡
邊
　
勘
治
郎
　（
鳥
取
市
）

　
副
会
長
　
松
本
　
　
眞
　
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
福
井
　
章
人
　
　（
倉
吉
市
）

　
理
　
事
　
齋
木
　
英
宏
　
　（
倉
吉
市
）

　
理
　
事
　
廣
谷
　
啓
一
　
　（
倉
吉
市
）

　
理
　
事
　
南
部
　
　
敏
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
村
山
　
洋
一
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
竹
森
　
貞
美
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
村
上
　
誘
子
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
大
西
　
隆
秀
　
　（
鳥
取
市
）

　
理
　
事
　
杵
築
　
俊
朗
　
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
池
田
　
　
弘
　
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
木
村
　
吉
春
　
　（
米
子
市
）

　
理
　
事
　
妹
尾
　
多
紀
一
　（
米
子
市
）

　
監
　
事
　
美
田
　
俊
一
　
　（
倉
吉
市
）

　
監
　
事
　
前
坂
　
英
雄
　
　（
倉
吉
市
）

　
　
以
上
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
◎
研
修
会

 

・「
鳥
取
県
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」〜
県
人
口
の
現
状
を
踏
ま
え
て
〜

講
師
　
鳥
取
県
地
域
振
興
部
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
課
　
長
　
　
酒
　
嶋
　
　
優

豊
実
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　

会

　長

　川
西
謙
一

緑
ゆ
た
か
で
魅
力
あ
る

　住
み
よ
い
ま
ち  

豊
実

豊
実
地
区

渡

　邊

　勘
治
郎

南

　部

　
　
　敏

村

　山

　洋

　一

竹

　森

　貞

　美

村

　上

　誘

　子

大

　西

　隆

　秀

岡

　田

　一

　壽

下

　澤

　理

　如

土

　橋

　周

　美

会

　長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

監

　事

監

　事

監

　事 新

　役

　員

　
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
鳥
取
市
自
治
連
合
会
の
諸
活
動
に
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。先
の
定
期
総

会
で
本
会
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。初
心
を
忘
れ
ず
誠
心
誠

意
つ
く
す
所
存
で
す
。皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
国
の
地
方
創
生
元
年
予
算
の
配
分
は
早
々
と
終
わ
り
、
鳥
取

県
は
、
地
方
創
生
の
先
陣
を
切
る
と
し
て
数
々
の
先
行
的
施
策

を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
、
本
市
で
も
、
企
業
誘
致
・
子
育
て
支
援
・

市
街
地
等
の
起
業
支
援
等
、
街
中
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
、
若

者
の
流
出
を
止
め
る
施
策
に
い
ち
早
く
取
組
ま
れ
る
な
ど
心
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
全
県
的
に
は
人
口
減
少
に
一
定
の
歯
止
め
が

掛
か
る
も
の
の
、
小
規
模
且
つ
兼
業
農
家
が
多
数
を
占
め
る
中

山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
現
地
に
住
む
者
に
し
か
解
ら
な
い
課

題
も
多
く
、
併
せ
て
若
者
等
の
市
街
地
流
出
な
ど
の
課
題
が
山

積
し
、
同
様
に
、
市
街
地
地
域
に
お
い
て
も
課
題
が
多
々
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
解
決
の
た
め
に
も
、
地
方
創
生
予
算
を
生
か
し
、
地
域

自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
若
者
等
の

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。本
市
自
治
連
も
情
報
交
換
会
等
を
随
時
行
い
、
そ
の
活
動

に
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

講演会講演会

２７年度 鳥取市自治連合会定期総会２７年度 鳥取市自治連合会定期総会

平成26年防災フェスタ
（古式ポンプ操法の実演）
平成26年防災フェスタ
（古式ポンプ操法の実演）

平成27年豊実地区大運動会平成27年豊実地区大運動会

鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
の
動
き


